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マスタ 項番 項目名 内容 備考
労災コメントマスタ 4 コメントコード：

パターン
内容の変更
当該コメントの電子レセプトへの使用方法を表す。
１０：症状の説明等、任意の文字列情報を記録する。
２０：定型のコメント文を設定する。
３０：定型のコメント文に、一部の文字列情報を記録する。
３１：定型のコメント文に、診療行為コード（医科）を記録する。
４０：定型のコメント文に、一部の数字情報を記録する。
４２：定型のコメント文に、一部の数値を記録する。
５０：定型のコメント文に、一部の年月日情報を記録する。
５１：定型のコメント文に、一部の時刻情報を記録する。
５２：定型のコメント文に、一部の時間（分）情報を記録する。
９０：処置、手術及び画像診断等を行った部位を、修飾語
　　 （部位）コードを使用して記録する。

コメントパターンの説明と使用方法は「別紙６－１」のとおりである。

→

当該コメントの電子レセプトへの使用方法を表す。
１０：症状の説明等、任意の文字列情報を記録する。
２０：定型のコメント文を設定する。
３０：定型のコメント文に、一部の文字列情報を記録する。
３１：定型のコメント文に、診療行為コード （医科）を記録する。
４０：定型のコメント文に、一部の数字情報を記録する。
４２：定型のコメント文に、一部の数値を記録する。
５０：定型のコメント文に、一部の年月日情報（和暦年月日）を記録する。
５１：定型のコメント文に、一部の時刻情報（時間及び分を４桁）で記録する。
５２：定型のコメント文に、一部の時間（分）情報（先頭を０埋めした５桁）を記録する。
９０：処置、手術及び画像診断等を行った部位を、修飾語
　　 （部位）コードを使用して記録する。

コメントパターンの説明と使用方法は「別紙６－１」のとおりである。


